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プロジェクト期間中最後となる健康教育を実施 
 

 

 

2018 年 8 月 18 日と 31 日に、それぞれプノンペン経済特区（PPSEZ）の日系企業にて健康教育を実施しま

した。当プロジェクトは今年 9 月で期間が満了するため、この 8 月の健康教育が最後の実施となりました。 

当日の質疑応答に備え、カンボジア産婦人科学会（SCGO）の理事・医師がボランティアで同行しており、18

日には SCGO 健康教育担当のスン理事が、31 日にはクメールソビエト病院のマリアン医師が同行しました。

マリアン医師は健康教育への同行は初めてでしたが、実働部隊としてずっと当プロジェクトに関わっているの

で、参加者の質問に対しても非常に明確に回答していました。今後 SCGO が継続して健康教育を続けていく

土台を作る上で、プロジェクトを理解し検診も実施している医師に加わってもらえた事は収穫になりました。 

健康教育チームの一員である SCGO 秘書は、実際現場にいて PPSEZ の工員の皆さんの意識が徐々に変

化していくのを感じたと言います。基本衛生や女性の身体・健康について学びたいという意識が根付き、質疑

応答でも回を増す毎に多岐にわたる質問が活発になされるようになっていきました。 

健康教育を通じて、工員たちの自らの健康に関する理解が深まり子宮頸がん検診受診行動に繋がったほ

か、工場管理者側が病欠減少など健康管理の重要性への理解を深めた事、限られた就業時間内での健康

教育運営実施がカンボジア人職員の能力強化に繋がったことも、工場管理者へのインタビューなどによって

確認されました。 

PPSEZ 日系企業からは今後も健康教育を継続して欲しいという要望があがっています。SCGO として今後

どのように継続・拡大していけるか、引き続き検討していくことになりました。 

8/18 助産師ブッタさんによる講義 8/18 質問に答える健康教育担当シム理事 

8/31 この日は 150 名強が健康教育に参加 8/31 質問に答えるマリアン医師 
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 プロジェクトを取り巻く動き 

SCGO 初の取り組み “健康教育教材ビデオ” 遂に完成！ 
2018 年 7 月以降 SCGO と映像制作会社が数回にわたって打ち合わせを重ね、遂に 8 月 6 日に健康教育教材

ビデオの撮影が行われました。ロケは国立母子保健センターのほか一般道や住宅の室内でも行われ、撮影には

国立母子保健センターの副病院長であるチブ医師が終日立会いました。 

ビデオの作成は SCGO として初の試みで、無事に保健省の承認を得て多くのカンボジア人女性にきちんとメッセ

ージを届ける為、綿密な計画のもとに作業が進められていきました。 

SCGO と映像制作会社で練った台本を地方の一般女性の前で読み上げ、どのくらい理解を得られるかという理

解度確認テストを行い、更に出来上がったビデオ映像を再度地方に持って行き、一般女性に観てもらって理解度

を確かめました。その甲斐もあり、無事に保健省からの承認をいただいて予定通りのスケジュールで健康教育教

材ビデオが完成しました。 

 出来上がった教材は、9 月 17 日に行われる普及セミナー（当プロジェクト活動内容の普及）の参加者に配布し各

病院の待合室などで流してもらうほか、これまで健康教育を実施してきた PPSEZ の日系企業などにも配布し、工

場の休憩時間に流してもらう予定です。 

8/6     ： 健康教育教材ビデオ 撮影日 

8/9     ： 国立母子保健センターにて 2 度目の子宮頸がん 1 次検診 

8/16   ： 健康教育教材ビデオ SCGO と映像製作会社による打ち合わせ 

8/18   ： PPSEZ 日系企業にて健康教育 

8/31    ： PPSEZ 日系企業にて健康教育 

国立母子保健センターで 2 度目の子宮頸がん 1 次検診実施 
2018 年 8 月 9 日、国立母子保健センターで子宮頸がん 1 次検診を実施しました。ここでの検診は 2018 年 1 月に続

いて 2 度目になります。今回の検診には 90 名が受診しました。 

2 度目とあってスタッフはみな手馴れた様子で、検診は無事午前中に全て終了し検体を検査技師に手渡す事ができ

ました。 

そしてこの日、健康教育教材ビデオに出演したカンボジア人の女優さんが検診を受診してくれました。8 月 6 日に同病

院を撮影で訪れ、また台本を読んでいるうちに子宮頸がん検診に興味を持ち、自ら受診を希望したとの事です。 

90 名中陽性は 5 名。その 5 名に対する 2 次検診は 9 月 19 日に慶応大学病院の阪埜准教授と九州大学病院の矢幡

准教授の指導のもと国立母子保健センターで行われる予定です。 

長い撮影時間

でしたが終始

笑顔が素敵で

した！ 

写真上：検診終了後、検診の重要性を再度助産師

ブッタさんから説明。                     

写真右：検診終了後ただちに検体を検査技師へ 

ビデオ出

演がきっ

かけで検

診に来てく

れました！ 


